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研究計画内容 ・研究背景と目的 

私達が奈良の観光をテーマに取り上げた理由は、奈良を訪れる観光客数は

全国的に見ても決して少なくはないにもかかわらず、宿泊客数が全国最下位

であると知ったからである。 

日帰り客の一人当たりの観光消費額は約 1 万 5,000 円、宿泊客はその 3 倍

以上の約 5 万円と言われている。観光消費額が多いほど、その経済波及効果

は大きい。奈良県は年間観光客数約 1900 万人のうち日帰り客数が約 1700 万

人、宿泊客数が約 200 万人と、宿泊客数の占める割合が小さいため、日帰り

客が宿泊していれば得られたであろう観光による収益を得られずにいる。こ

のことから私達は、奈良の観光の最も重要な課題は宿泊客数の増加であると

考え、「宿泊客数の増加による奈良の観光の活性化」というテーマを取り上げ

た。 

・提案する解決策 

私達はこの課題を解決する方法として、奈良に宿泊する魅力的なツアーを

考え、多くの観光客に参加してもらうことで宿泊客数を増やすという案を提

案する。 

・研究の流れ 

最初に奈良の観光の実情をインターネットでの情報収集、神戸や奈良での

アンケート調査によって詳しく調べ、実情から宿泊客数が伸びない原因を明

らかにする。次に、改善案として宿泊客数を増やすことができるようなツア

ーとそのツアーのターゲット層を考える。そして、私達がターゲット層と考

える人々は旅行ツアーを選択する際にどのような要素を重視するのか、また

私達が提案するツアーにはどれほどの需要があるのかを調べるために、コン

ジョイント分析を用いた分析を行う。最後に、分析の結果をもとに、人々が

最も参加したいと思うようなツアーを考察し提案する。 


